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モリ ヤマ マ ド ガ erdonia osacesalis WALKER の 幼虫 
六 浦 3 


On the larva of Herdonia osacesalis WALKER (Thyrididae) 
By AKIRA MUTUURA 


モリ ヤマ マン ドガ は 本 州 で は 平地 で 採集 され る 珍 種 で 住宅 地 等 で 成虫 が よく 採集 きれ , 果して 幼虫 が 何 を 喰 し 
て いる ん だ ろう か と 多く の 同好 者 注目 され て いた . 1956 年 の 秋 , 自宅 の 府 の サル スベ ペリ の 小枝 に 喰 入 し て いる 
幼虫 を 見 付 た 。 一 見 甲虫 か 又は 蜂 の 幼 虫 の 様 で 。 非常 興味 を 感じ 検 鏡 し て 見 る と 鱗 殖 類 の 幼虫 で は ある が 特 
異 た 形態 の た め 何 科 に 属す る か は 見 当 を つけ る 事 が 出来 な か っ た . 恐らく スカ シバ ガ 科 か 又は ボク トウ ガ 科 に 必 
する と 思っ て いた が , 1956 年 7 月 に , こと の 不思議 な 幼虫 か ら モ リヤ ママ ドガ が 羽化 し 筆者 は 貴 然 と し た 次 第 で あ 
る . その 形態 は 鱗 次 類 の 幼虫 と し て 又 マ ドガ 科 の 幼虫 と し て , 余り に も る 特異 な 性 質 を 保有 する の で 報告 する ・ 

幼虫 の 形態 (Fig. 15) : 頭 部 は 非常 に 丸 味 を 帯び , 淡 黒 色 を 帯び た 褐色 で や ヽ 不 規則 な 淡色 の 斑 が ある . 胴 
部 は 百 色 を 帯び た 淡 黄 褐色 で , 尊 橋 は 淡い 赤褐色 で , 後部 背面 は 赤褐色 の イ ボ 状 の 刺 を ほほ 3 列 に 並べ その 刺 の 
先端 は 黒色 , 硬度 板 は 黄 褐色 で 第 7 一 10 腹 侵 は や ヽ 黒 色 を 帯び る . 第 8 腹 節 の 背面 の 硬 皮 板 は 大 きく な り 各 々 の 
硬 皮 板 は 接続 する . 第 9 腹 節 の 背面 は 各々 の 硬 皮 板 が 融合 し て 一 つの 硬 皮 板 と な る . 第 10 腹 節 の 肛 上 板 は 味 色 で 
尾 脚 は 平たく な り (Fig. 5) 尾 端 と に 大き な 1 つの 刺 を 持つ . 気 門 は 黒 褐 で 小さ く , 第 7 ・8 腹 節 は 大 きく な り , 
第 8 腹 節 で は 特に 大 きく その 節 環 の 後方 上 部 に 位 する . 腹 脚 は 短く 釣 瓜 は 円 形 で 1 列 に 並び 22 一 26 で 数 は 少な い ・ 

東毛 配列 の 特異 な た 点 は , 第 1 胸 節 の 背 板 刺 毛 は 全部 揃う が PT 1・PT2 は 後方 上 部 に 位 す る . 胸部 で は 各 環 節 
共 SC1 が 狼 で PN1・PN2 は 第 2 一 3 胸 節 の み 別 々 の 硬 皮 板 に 生ずる . 第 2 ・ 3 胸 節 に 於 て も C 刺 毛 な 2 刺 状 . 
腹部 環 館 で は T 1 の ある 硫 皮 板 上 に T1 の 下方 に 小さ な 1 刺 毛 が ある . ST 2 は や ヽ 小 さい . SS 刺 毛 は 第 1 ・ 
2 ・ 7 一 9 腹 節 で は 2 刺 状 . 第 7 腹 節 於 て は ST 1 の 上 部 Mc 1 東毛 が あり ST2 と 共に 同一 の 硬 皮 板 上 に 生 ず 
る . 第 9 腹 節 た に 於 て は subcoxal 域 ま で 背 板 に 融合 し て , その 背 板 上 に 4 本 の 刺 毛 が ある . SS 刺 毛 は 1 本 と な 
る . 策 10 腹 節 た に 於 て は 肥 上 板 に 3 本 の 刺 毛 が 見 られ る . と れ は SC 刺 毛 まで 含む も の と 考え を え られ, その 下方 に 
Coxal 域 が あり 尾 端 に 1 本 の C 刺 毛 を 有する が 殆 ん ど 肛 上 上 板 上 に 移動 し て いる . 腹 板 に は 多く の 刺 毛 を 有 し 尾 端 
は 1 つの 大 き な 刺 と な る (Fig. 5)。 腹 板 全体 の この 様 な 形 に 変化 し た の は 一 般 の 鱗 区 上 類 で の 尾 脚 が と の 様 な 形 に 
変化 し た も の と 考え ん られる. な ん と な ら ば 尾 脚 は 腹 板 の 変化 し た も の で ある と 考え られ る か ら . 

形態 学 的 に 非常 に 面白 い 点 

1. 條 部 1 次 刺 所 で ある が , 腹部 に 於 て 1 刺 毛 の 下部 の 刺 毛 及び 第 7 腹 節 の ST1 の 上 部 の 刺 毛 は 今 まで 鱗 
著 類 幼虫 に 於 て 報告 され た 事 が な い . この 様 な 事例 は 1 次 刺 毛 ・2 次 刺 所 の 限界 が 明か で な い 事 を 示す 

2. 第 1 胸 節 の 章 橋 の 後方 上 部 に ある 刺 状 突起 列 の ある 幼虫 は , 他 の 科 で は ボク トウ ガ 科 と トリ バ ガ 科 の 幼虫 
の み に 見 られ マ ド ガ 科 幼 虫 た 於 て は まだ 報告 が な い . 

3. 胸部 の C 刺 拭 が 各々 2 刺 状 で ある 事 と SC1 が 欠 除 する 事 並び に 腹 脚 の 釣 払 が 1 列 に 環状 に 並ぶ 事 は マト 
ガ 科 幼虫 の 性 質 を 保有 する . し か し 尾 脚 の 変化 は マ ド ガ 科 で は 類例 が な く , トリ バ ガ 科 幼 虫 の Oidaematophorus 
grandis FIsH. の 尾 端 に 突起 の ある の が 知ら て れ て いる が 形態 学 的 に 同 -- で ある か どう か は 筆者 に は わか ら な い - 

4. 第 10 腹 節 は 背 板 , Coxal 域 並び に 腹 板 と 明らか に 分 か れ て いる . 即ち Pleuro-ventral ine は (Fig. 3) の 
如く 引く 事 が 出来 , Coxal 域 が 上 方 に 移動 し て いる . その 上 方 に 背 板 及び subcoxal 域 が 融合 し て 肛 上 上 板 を 形成 
し て いる . 即ち 肛 上 板 上 の 刺 毛 は 硝 板 刺 毛 (T.ST) と SC 刺 毛 を 含み , その 下部 に ある 一 つの 細長 い 硬度 板 の 後 
部 ある 1 刺 毛 ( 殆 ん ど 肛 上 板 に 移動 し て いる が ) が C 刺 毛 で , 腹 板 上 の 数 の 多い 刺 毛 は 全部 SS 刺 毛 で ある ・ 

5. 第 8 腹 節 に 於 て 背 板 刺 毛 と 気 門 が 上 部 へ 移動 する 事 と , 第 9 腹 節 の 背部 の T.ST 並び と SC 刺 所 の 硬度 
板 が 融合 し て 一 つの 大 き な 硬 皮 板 を つく る 事 と その 位置 が 他 の 環 節 より 上 位 に ある 事 は , 鱗 翔 類 幼虫 の 腹部 未 節 
は 背 板 が 非常 に 小さ く な り , Coxal 域 が 上 方 に 昇り , 腹 板 が 大 きく な る 事 を 証明 し て いる , と の 事 は 一 般 の 鱗 交 
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類 成虫 の 雄姿 尾 器 に 於 て , 第 9 腹 節 の 背 板 (tegmuen) が 小さ く , 腹 板 (vinculum) が 大 きい 事 . 第 10 腹 節 で は 
uncus が 非常 に 小さ い 事 と 関連 が ある も の と 思わ れる . 

生活 史 : 詳し い 観 察 は し て お ねら な い が , 秋 に は 小形 の 幼虫 が 径 5mm 位 い の 小枝 に 喰 入 し て いる の が 見 られ 
た . 人 冬期 に 於 て も 少し は 生長 を つ ヾ ざけ て いる 様 で , 春 ょ り 初夏 に か け 下 方 へ 喰 入 し て 行き 径 15 一 20mm 位 い の 
核 まで 喰 入 する . 6 月 一 7 月 初 に 枝 の 中 で 幅 化 , 6 月 下旬 7 月 中 旬 に 成虫 発生 する . 羽化 期 は 長い 様 で 揃わ な 
い . 年 1 回 の 発生 . 寄主 食物 *・ サ ルス ベリ Lagersiroemia 2 の 7cg し . (Lythraceae ) 


Summmary : In this paper, the author has described on the morphological character of larva of 
Herdonia osacesalis WALKER (Thyrididae). The peculiar points of this larva are as follows : sclerotized 
cervical shield bearing a roughened caudal area (cornicula), two short prongs (urogomphilike) on the 
caudal portion of the tenth abdominal segment. The setal maps are shown in Figs. 1 一 5. 

The ]arvae are the twig-borer of Lagerstroemia indica L. (Lythraceae ) 





Fig. 1, Lateral view of larva of Herdonia osacesalis WALKER. Fig. 2, The chaetotaxy of the thoracic 
segments and 2nd, 3rd, 7th~9th abdominal segments. Fig. 3, Lateral view of 7th-10th abdomina1l 
segments, showing the position of pleuro-ventral line. Fig. 4, Dorsal view of 7th--10th abdominal 
segments, showing the positions of tergal setae, subtergal setae and subcoxal setae. Fig. 5, Ventral 
view of 7th~10th abdominal segments. 
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